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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

ジェンダー平等情報紙発行事業 令和６年度

青梅商工会議所、NPО法人青梅こども未来、和楽俱楽部、市民
公募２人

ジェンダー平等担当市民安全課

既存事業（以前から実施している事業）

青梅市におけるジェンダー平等にかかる意識啓発のため市民の意見を反映する
とともに、市民の関心と理解を深める。

年に２回、ジェンダー平等情報紙「よつばの手紙」を発行する。

協働事業として市民の方に参加してもらうことで、ジェンダー平等に対する市
民の理解を深めるため。

記事の企画や取材など、情報紙の記事に関する事務。

委員会の事務局や記事の編集、市内関係先への配布。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

5 4
4
4

4
4

4 4
3 4
5 4
5 4
4 4
5 5
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

31号・32号ともに、テーマに合った市内の場所や取り組みを幅広く紹介するこ
とができたと思う。

団体から推薦された委員と公募委員のほか、庁内から部会員を選出し一緒に記
事の作成を行うことで、委員会以外でも意見交換を行うことができた。

市で発行する情報誌のため、校正は必要だと思いますが、それが編集委員の負
担とならないような工夫が必要です。

記事として取り上げたい内容のすべてが「ジェンダー平等」に繋がるのか難し
い場合がある。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

青梅市協働事業市民推進委員会 令和６年度

NPO法人、ボランティア団体、自治会連合会、青梅市社会福祉協
議会、市民公募など

市民活動推進係市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

市の協働事業に対する意見や今後の協働のあり方等について市民の意見を求め
、協働の推進を図る。

市役所にて委員会を４回開催した（令和6年5月、7月、11月、令和7年1月）。
「時代の変化に合わせた自治会運営へ向けたガイドライン案について」「協働事業における事業目的および課
題の共有について」の２項目について委員会としての意見を庁内会議へ提出。「時代の変化に合わせた自治会
運営へ向けたガイドライン案について」は青梅市自治会連合会支会長会議においても説明・提案を行った。

「青梅市における市民活動団体等との協働事業の推進に関する指針」にもとづ
き委員会を設置した。

提案や意見の提示、意見交換、青梅市の協働事業推進についての評価

委員会の事務局、行政側として意見交換、今後の取り組みの検討

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

5 5
4
5

4
5

5 4
5 5
4 4
5 5
5 5
5 5
5 5
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民活動団体や自治会長、一般市民が生活や様々な市民活動をしているときに感じた生の声
を行政と関係団体に届け、実際に実施できていることを明確化し、それぞれの立場で意見交
換することはとても大切であり、未来の街づくりの根源となる有意義なことである。
今年度は特に時代に合わせた自治会運営の変化が進まないことへの危惧感から、積極的改善
につなげる方策を検討するためのガイドラインを当委員会で作成し行政と自治会へ発信し、
新たな方向性を打ち出した。

各種団体からの推薦委員と公募委員からなる委員会で、市内における協働につ
いて意見交換を行った。様々なフィールドで活躍する委員の皆さんから市民活
動団体の現状や課題、考えを知ることができること、また市が抱える課題等に
ついて直接意見交換できる場として大変有意義である。

市内全域で協働実施されている事業の状況を見守り改善につなげるためにも、この評価シー
トへの記載も改善しながらＰＤＣＡが回されている。青梅市の協働委員会の開始から10年を
超え、また、コロナ禍を通じての状況変化もあり、行政と市民の協働意識向上と時代に合わ
せた協働のあり方を模索、検討したい。市民活動の課題解決に向けて喫緊の大きな課題から
委員会でも取り上げ、市内全域での状況確認と改善を図りたい。
また、委員の選出は広く意見を聞けるよう定員人数の確保をしたい。

「協働によるまちづくり」実現のため、市における協働の共通認識を持つこと
が重要と考える。課題としては、当委員会での協議内容を庁内へ浸透、各施策
へ反映させていくこと。事務局として、的確な協議テーマの設定、会議の運営
を調整していきたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

お～ちゃんフェスタ 令和６年度

青梅市社会福祉協議会（青梅ボランティア・市民活動センター
）

市民活動推進係市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

ボランティア・市民活動団体、福祉団体、施設、企業、市民が一体感を共有で
きる機会をつくる。地域や世代を超えた交流や発表の場をつくり、より一層コ
ミュニティの活性化を図る。

ボランティア・市民活動団体、福祉団体・施設、企業等によるブース出展、活動紹介・展示、舞台発表、フリ
ーマーケット。
令和6年9月15日（日）開催。来場者数3,200人。ブース出展49団体、室内出展8団体、舞台発表11団体、フリー
マーケット22区画。

以前は福祉団体を中心に「ふくし祭」として実施していたが、ボランティア・
市民活動団体を含めた発表の場として実施していくこととなった。

事業企画・運営、広報活動

事業実施に伴う会場・庁内調整、広報活動

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
5

4
5

5 5
5 5
5 5
4 4
4 4
5 5
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民活動推進課から、熱中症対策の部屋を設ける等のアイデアや、準備等の多
大なご協力をいただきました。当会のみでの実施では、視点が偏ったり、形骸
化していくことがありますが、協力をしていただきながら、フェスタの実施が
できました。

会場として市役所西側駐車場および庁舎の一部を提供することで、多くの出店
数等を確保することができる。また、広報おうめ等を活用し周知を図るなど、
市民へ広くPRができる。青梅ボランティア・市民活動センター登録団体を含め
、地域の団体のPRの機会とすることができる。市内各種団体の活動状況などの
把握、各種団体と知り合うきっかけとなる。

前日準備や当日準備でバタバタしてしまうことがあります。双方動員できる人
数が増えると良いと考えます。

市民活動団体の紹介、市民と市民活動団体、団体同士のつながりづくりの場と
しての充実を図っていく必要がある。「市民活動やボランティア活動のお祭り
」の面を感じられる内容を盛り込んでいきたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

一般向けボランティア講座 令和６年度

青梅市社会福祉協議会（青梅ボランティア・市民活動センター
）

市民活動推進係市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

新たな市民活動・協働の担い手となり得るボランティア・社会貢献活動に興味を持っている
市民に活動を始めるきっかけをつくること、そういった市民に青梅ボランティア・市民活動
センター（通称：ボラセン）とその実施する事業を知ってもらうこと。

講座名「ふみだそう！ボランティア活動の第一歩」
講師：青梅ボランティア・市民活動センター小林理人氏、(特非)和楽倶楽部理事長相馬健一氏
対象：ボランティア活動に興味がある人（市民に限定せず）
参加人数：19人

ボランティアに興味がある人向けの入門講座を開催したいと考え、市内のボラ
ンティア活動の要であるボラセンへ協働を持ちかけた。

広報、講師派遣、講座参加者のアフターフォロー

広報、参加者受付、会場手配

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

5 5
5
5

5
5

5 5
5 5
5 5
5 5
5 5
5 5
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

今回、ボランティアについての概要とボランティア当事者の話だけでなく、各
ボランティア団体のブースを設けて、相談会を行っていただきました。「ボラ
ンティアとは何か」を知り、「ボランティア体験」を聞き、実際にボランティ
アについて相談できるという、まさにボランティア活動の第一歩をスムーズに
踏み出せる機会だったと考えます。

常日頃からボランティア活動者・団体を支援しているボラセンと協働すること
により、登録団体へのアンケート実施を経てボランティア団体のブースを設け
ることができた。また、講座参加者の一部をボランティア活動への参加につな
げることができた。講座参加者へボラセンの存在を周知することができた。

ボランティア団体ブースの数や種類をさらに増やせると良いと感じました。

目的は一貫して「ボランティア活動に興味のある市民等をボランティア活動に
つなげること」であり講座参加者へのアプローチ方法は変えているが、参加者
数が思うように増えない。講座参加者のアンケート結果から講座そのものの満
足度は高いことがわかることから、PR方法やタイトルなどブラッシュアップし
ていきたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

「おそきだより」の発行 令和６年度

おそきの学校と地域を考える会

市民活動推進係市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

小曾木地域のイベントや課題の情報を共有し地域の一体性を高め、地域振興対
策を図る。

情報紙の企画立案、取材調査、編集、発行。企画、取材活動を通じた地域課題
、動向の把握。
令和６年４月に第４２号、令和７年２月に第４３号を発行。

平成２４年度市民提案協働事業で採択された。

企画、情報収集、編集、発行、配布

経費の負担、配布

事業協力（市と団体等との間で協定により一定期間、継続的に事業を実施）

4 3
5
5

4
4

5 4
5 5
4 3
4 4
4 4
5 4
4 3
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民側が主体となり地域情報を取得し地域発信を行うことで、地域状況の変化を市
民目線で確認しその情報が地域と行政に発信され、地域一体感の醸成や地域活動の
推進につながっている。記事の収集、編集作業などに多数の人が関わり、地域の仲
間の主体性向上や自己肯定感が向上している。このような動きがあることが、協働
により行政担当者や他地域へも意識を高める効果として働いている。

行政だけでは収集困難な、地域の情報や課題を掲載することができ、市民目線
で地域の状況を伝えることができた。

記事の収集、編集作業などの日程調整をもっと綿密に行い、編集作業にさらに
多数の人が関わり、地域の仲間の主体性向上と発行予定日通りの発行につなげ
たい。今後も地域の良さを含めた情報発信を行いさせるとともに、地域課題を
共有し改善につなげて行きたい。

創刊から10年以上という実績があり、他地域への波及効果を期待する。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

長淵市民センター運営協議会 令和６年度

市長が委嘱する委員（第二支会、二小、青少対第二支会、スポーツ推
進委員、青少年委員、文化団体会員、調布ことぶき大学）、公募委員

長淵市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

長淵市民センターの効果的な活用を検討する

市民センターの利用状況、住民票等交付状況、図書館利用状況、予算・事業等
について

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

センター運営全般について協議する

センター運営全般について協議する

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 3
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民センターの現状の業務内容について知ることができるとともに、意見交換
を通して市民センターの運営等に対し意見、助言等を素直に伝えることができ
る。

市民センターの現状の業務内容について知ることができるとともに、センター
利用者や地域団体等との意見交換を通して市民センターの運営等に対し意見、
助言等を素直に伝えることができる。

市民センターからの情報や委員同士の意見交換を通して、市民センターの効果
的な活用 についてについて考えていく機会にしたい。

市民センターからの情報や委員同士の意見交換を通して、市民センターの効果
的な活用についてについて考えていく機会にしたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

長淵地区文化祭 令和６年度

長淵地区文化祭実行委員会

長淵市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

長淵市民センターを利用している自主グループおよび長淵地区において活動し
ている個人や団体の発表の場、長淵地域の各種団体の出展により、地域コミュ
ニティを推進し地域の活性化を図る。

長淵市民センター利用団体および地域団体・個人の発表の場等を設けるととも
に、住民の親睦を図る機会とする。

市民センター利用団体および地域市民の発表の場の創設

実行委員会での打合せ。文化祭会場等の設営および片付け。

実行委員会関係業務、文化祭日程の周知、展示等機材の提供。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

利用団体および地域団体・個人の成果発表、団体相互の親睦、地域住民の交流
の場として効果があり、市民センターが身近に感じられる大きな要素と考える
。

利用団体および地域団体・個人の成果発表、団体相互の親睦、地域住民の交流
の場として効果があり、市民センターが身近に感じられる大きな要素と考える
。

発表の場所等のより良い機会づくり、参加団体および入場者数の増加方法の検
討。

発表の場所等のより良い機会づくり、参加団体および入場者数の増加方法の検
討。
駒木町、友田町、千ヶ瀬町の方々にも広く参加していただくため、「長淵地区
文化祭」の名称変更の検討。

-14-



協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

大門市民センター運営協議会 令和６年度

第三支会、大門地区子供会育成会、市民センター利用団体などからの
推薦者、第三小学校長、かすみ台第一保育園長、公募市民

大門市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

市民福祉の増進と地域社会の振興を図り市民自らがコミュニティの醸成のため
積極的に活用する市民センターを目指し　各種団体から選出された委員の方々
と意見交換を行い　利用しやすい市民センターを目指す。

大門市民センター２階会議室において　令和６年７月２３日および令和７年２
月２０日の２回開催した。

「青梅市市民センター運営協議会設置要綱」にもとづき協議会を設置し　市民
等に意見をいただいている。

市民センターが担う業務について報告を受け　意見の申出や提案を行う。
老朽化が進む施設の改修・修繕などについて様々な提案を行い　令和６年度の予算要求に反映させることが出来た。

協議会の事務局
市民センターが担う業務について　住民票等証明書発行業務や施設貸出状況　図書館利用状況　さらには２年目を迎えた不登校児童生徒
の学習の場『ふれあい学級分室』　熱中症対策の場として『涼み処』の開設　さらには老朽化が進む施設の状況などを報告した。　

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
3
3

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
3 4
3 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

大門市民センターにおける施設利用状況や図書の貸し出し状況を把握するとと
もに　令和６年度に実施する文化展や生涯学習事業および予算概要なども把握
出来た。
施設の老朽化に対して修繕費などが十分に配分されていない実態が分かった。
　

多様な団体からの推薦を受けた委員と公募委員からなる協議会で　市民センタ
ーの業務や施設管理　行事などについて意見交換を行い　委員の持つ考え方を
知る良い機会となった。

市民センターは有事の際　地域の拠点となる施設と考える。
有事の際　施設の機能が十分に果たせるような修繕等予算確保に努めてもらい
たい。

市民センターの状況を細かく報告することが　より多くの意見を聞くことに繋
がるものと考えるので　資料の作成方法などを検討したい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

大門市民センター文化展 令和６年度

大門市民センター文化展実行委員会

大門市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

大門市民センター文化展を開催し　大門市民センターで活動する団体（絵画、
陶芸、絵葉書など）や近隣小中学校、地域に居住する市民の作品を展示し発表
の場とする。

令和６年９月１８日に大門市民センター２階会議室にて実行委員会を開催し　
１１月１５日に会場展示準備を行い　１１月１６日および１７日に文化展を開
催した。

大門市民センターで活動する団体（絵画、陶芸、絵葉書など）の方々が作成した作
品を展示する機会として市民センターが企画し　活動する団体等に呼びかけ地域の
皆さんへの発表の場とするとともに　会員募集に繋げたいという考えから

実行委員会での意見交換を通し会場・展示準備や作品出展・来場者受付　後片付けなどの対応を行った。
そして来場者への作品説明を通し会員の募集などへの働き掛けも行った。　

文化祭実行委員会事務局、会場準備、センターだよりでの文化展の開催通知や
近隣小中学校および地域住民への作品募集　ならびに来場案内

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
3

4 4
4 3
4 4
4 4
4 4
4 4
2 2
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

作成した作品を披露する貴重な機会となり　来場者の方々の声を聴くことで次
の作品への創作意欲を得る場として活用した。

施設利用団体の活動内容を確認でき　利用者との交流を図ることが出来た。
来場者からも『このような機会を得て　皆さんの日頃の努力を知る機会となっ
た』などの感想も聞くことが出来た。

活動する団体は地域社会と同様に高齢化が進んでいる。もっと多様な世代の方
々に　ご覧いただき会員の募集に繋げる場として活用させていただきたい。

より多くの地域の方々に来ていただけるよう魅力ある文化展にして行きたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

梅郷市民センター運営協議会 令和６年度

梅郷市民センター運営協議会

梅郷市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

梅郷市民センターの運営等についてお知らせするとともにセンター利用者の代
表から意見要望をいただく。

梅郷市民センターにて運営協議会を年間２回開催し、委員からいただいた意見
等は可能な限りではあるがセンターの運営に反映させている。

「青梅市市民センター運営協議会設置要綱」にもとづき協議会を設置。

センターの運営について把握し利用者の代表として意見や希望を述べる。

協議会の事務局としてセンターの運営についてまとめ委員に報告する。報告の
結果、委員から出た意見等について検討し対応する。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
3
4

3
4

4 4
4 4
4 4
4 4
3 3
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民センターの運営状況や市政を間近で知ることができ、意見をセンターに伝
えることができた。

市民センターの運営等について把握していただき、地域住民やセンター利用者
からの意見を得る機会となった。

意見を出してもセンター独自の事業は限られる。予算的にも限られて実現に時
間がかかりすぐには反映されない。
報告等がメインになって形式化しているが地域住民やセンター利用者の意見を
伝えるようにしたい。

報告等がメインになってきており議題が形式化しているが、地域住民やセンタ
ー利用者からの意見を得る貴重な場となっている。
今後も意見や要望を伺い市民センターの運営に反映させたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

梅郷地区総合文化祭実行委員会 令和６年度

梅郷地区総合文化祭実行委員会

梅郷市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

地域の伝統や特性を生かし、生涯にわたる地域住民の多様な学習機会の成果を
展示することで、地域の交流を促進し地域社会における主体的活動の活性化を
図る。

梅郷市民センター利用団体や地域団体等の作品展示や交流を行った。
また、農協の協力により農産物の展示即売や自治会長による模擬店の出店、苗
木の配布を行った。また、キッチンカーによる食べ物の提供を行った。

梅郷市民センター利用団体から発表の場を提供して欲しいとの提案があった。

・文化祭実行委員会に委員として参加して運営方法等を協議する。
・文化祭会場の設営、運営および片付けをする。
・展示作品の収集展示および撤収をする。

・文化祭実行委員会の事務局として関係業務を遂行する。
・文化祭日程の周知案内等集客に努める。
・展示に必要な物品等の準備

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

5 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
3 3
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

・日頃の活動成果発表の場ができてやる気のアップにつながった。
・他の団体の方と話ができて刺激をもらったり親睦の場となった。
・地域住民と久しぶりに会うことができ交流の場として効果があった。

利用団体の活動発表の場を作ることで活動に活気が出る。また、協働団体側の
希望を伺うなど意見交換することができ効果がある。

・来年はより良い作品を展示できるように今後とも活動をする。
・活動発表の場として会場づくりを工夫する。

混雑や換気に注意をしつつ、参加団体および入場者数の増加を図り活気があり
楽しめる活動
としていく。
体育館の入口で履物を履き替える作業は高齢者は転倒の危険性があるため、履
き替えずに外履きのまま参加できるように工夫する。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

沢井市民センター運営協議会会議 令和６年度

沢井市民センター運営協議会

沢井市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

市民から率直な意見や助言を受けて相互に議論し、より良い市民センターの運
営を行うことを目的とする。

９月と３月、年２回会議を行い、センターの運営状況を報告している。

青梅市市民センター運営協議会設置要綱にもとづき、沢井市民センター運営協
議会を設置した。

沢井市民センターの運営について、意見交換および助言をいただく。

沢井市民センター運営協議会の事務局であり、委員からの意見、助言をセンタ
ーの運営に反映する。

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

3 3
4
4

3
3

4 3
4 3
4 3
4 3
3 3
4 3
4 3
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

協議回数は少ないものの、沢井市民センターを運営する行政側の考えを理解す
るとともに、意見、助言等を率直に伝えることができた。

市民からの率直な意見、助言等を受けて相互に議論するとともに、より良い沢
井市民センターの運営に向けて行政と市民相互の認識を一致することができた
。

市民としてもっと広い視点で議論を交わす必要がある。また、サービスを受け
る側として、沢井市民センターの運営には、市民がもっと積極的にかかわって
いくことが重要である。

直接市民からの意見、助言等を受け議論する機会を確保することは、行政とし
て重要であり、今後も積極的に市民の意見、助言等をお聞きし、議論する中で
、より良い沢井市民センターの運営に繋げていく必要がある。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

三田地区総合文化祭 令和６年度

青梅市自治会連合会第５支会、清涼会（高齢者団体）、 西東京
農業協同組合二俣尾支店、沢井市民センター利用団体

沢井市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

地域住民等の文化意識の向上と地域の活性化を図る。また、出品、出展、出演
者等との開催協力などを通じて、住民相互のふれあいや、趣味、生きがい等の
発見機会を提供する。

来場者数523人。出品、出展、演技披露等を通じて住民相互の交流が図られた
。

沢井市民センターを利用している各種団体等の作品・演技のほか、地域で栽培
した農作物等の観賞および即売会等を通じて、多くの住民等がこの事業に参加
するとともに、各種団体等の交流の場を提供し、地域の活性化に繋げる。

主催者会議・事前説明会出席、会場準備、当日の運営協力、展示または出演、
会場片付け。

主催者会議・事前説明会開催、会場・必要物品の確保、開催通知・広報、会場
準備、進行管理、会場片付け。

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
3 3
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

自主グループや地域住民の発表の場が広がることで活動の励みとなり、連帯意
識も高まる。市民センター利用者間の交流に発展するきっかけとなる。

この事業を共催することにより、集客効果が大きくなるとともに、この事業を
通して普段交流の少ないセンター利用者間の横の繋がりが期待できるほか、協
働作業は、日ごろの市民との距離感を縮めることができる。

少子高齢化が進む中、若い世代の参加および来場者を増やす工夫が必要である
。

少子高齢化が進む中、市民センター利用団体も高齢化が進んでおり、日ごろか
ら子育て中の親子など、若い世代のセンター利用を促進する中で、利用団体の
増加を促す必要がある。また、若い世代が興味を示す催しを取り入れる等、来
場者を増やす工夫が必要である。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

小曾木市民センター運営協議会 令和６年度

自治会連合会第６支会、、民生児童委員、ボランティア団体、
公募委員

小曾木市民センター市民活動推進課小曾木市民センター

既存事業（以前から実施している事業）

市民センターの運営事業内容等について意見を聴取した。

令和６年８月７日、令和７年２月１３日の２回開催して協議し、議事録を作成
して市民活動推進課に提出した。

「青梅市における市民活動団体等との協働事業に関する指針」にもとづき協議
会を設置し、市民等に意見を求めている。

提案や意見の提示、意見交換、青梅市の協働事業推進についての評価。

協議会の事務局、行政側としての意見交換、今後の取り組みの検討。

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

市民センターが老朽化しており、こまめにメンテナンスをしていただいている
が、改善が難しい現状がある。

多様な団体からの推薦委員と公募委員からんる協議会で、市の協働について意
見交換を行った。市民活動団体の現状や課題、考えを知ることができ、市の課
題も共有でき、意見交換の場として有意義であった。

市民センター体育館の冷房化について、できるだけ速やかに改修していただき
たい。

現状、市民センターで実施する事業が少ない現状では、単に意見聴取の場と化
してしまい、運営や政策に生かせることが少ないことが大きな課題である。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

小曾木地区文化祭 令和６年度

利用団体、小・中学校、保育園、特別養護老人ホーム、青少年健全育成小曾木地区委員会
、おそきの学校と地域を考える会、高齢者お助け隊、農業者、小曽木っ子の会

小曾木市民センター市民活動推進課小曾木市民センター

既存事業（以前から実施している事業）

市民センター利用団体、地域の活動団体等が一同に介して実行委員会を立ち上
げ、作品展示や、野産物共進会の開催、小曽木っ子の会が主催するイベントを
同時開催して、地域の賑わいの創出に清した。

小曾木市民センターで令和６年１１月９日、１０日の２日間の開催し、延べ４
５３人の参加を得た。

利用団体等の発表・展示の場を確保するとともに、来場者を広く呼び掛けるこ
とで、地域の活性化の一助とする。

利用団体側については発表・展示の場の確保、地域の賑わいの創出。

実行委員会の事務局、市民センター利用者の増加

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

野産物共進会や、小曽木っ子まつりとの同日開催により、広く住民が集える場
が確保されｔあ。

多くの利用団体に利用していただき、発表の場が確保されたことで、利用者の
増加に寄与。

新たな利用希望の団体として、デイサービスの利用者や、女性防火防災の会と
の連携も視野に、継続を図りたい。

利用団体の高齢化、令和６年度をもって小曾木老壮大学の閉校等による参加団
体の減少が懸念される。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

成木市民センター運営協議会 令和６年度

自治会連合会第七支会、成木地区防災対策委員会、スポーツ推
 進委員、青少年委員、施設利用団体、公募市民

成木市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

「市民福祉の増進と地域社会の振興を図るとともに、市民自らがコミユニテイ
の醸成のため積極的に活動を展開する」という目的のためにある市民センター
の効果的な活用を検討するため。

成木市民センターにて運営協議会を令和６年８月７日（水）および令和７年３
月７日（金）の２回開催。協議会の会議録は庁内へ提出。

「青梅市市民センター運営協議会設置要綱」にもとづき設置。

成木市民センターを効果的な活用を検討するための意見交換および評価。

成木市民センターを効果的な活用を検討していただくため、成木市民センター
業務実績および予定の提示。

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

独自の事業や通常業務について、説明および課題を詳細に聞くことができ、自
由な意見や助言を言える状況にある。
利用者増や地域に貢献しようと努力する事務局の努力が感じられる。

地域団体や公募市民からの意見を直接いただくことで、効果的な運営につなげ
ることができている。

課題は感じられない。

課題は感じられない。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

成木地区文化祭 令和６年度

管内の自治会、成木保育園、成木小学校、成木小学校PTA、第七中学校、第七中学校PTA、農業者振
 興会、農産物共進会、市民センター利用団体、成木地域の文化活動実施者、成木地域の福祉施設

成木市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

地域市民の交流やふれあいをより一層深め、その親睦を図る。

文化祭当日の令和６年１１月９日（土）・１１月１０日（日）の２日間に加え
、成木市民センターにて実行委員会を令和６年８月１日（木）、令和６年１０
月１０日（木）、令和６年１１月２１日（木）の３回開催。

開始時期、開始のきっかけは不明。

実行委員会での協議、開催当日までの準備、当日の運営、片付。

実行委員会の開催、行政側としての協議参加、開催当日までの準備、当日の運
営、片付。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

　各団体との年に一度の協働行事として定着している。
　企画の段階から誰でも自由な意見を交わすことができている。
　団体間の関係が良好になり、知人が増え、地域のコミュニティが育まれてい
る。

地域住民や利用団体との良好な関係を築くことができる。また、住民間の交流
も深まり、災害等の有事には、助け合い（共助）に大きな効果が期待でき、市
など（公助）の負担軽減につながるものと考えられる。

　課題は感じられない。

　課題は感じられない。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

東青梅市民センター運営協議会 令和６年度
青梅市自治会連合会第八支会、青少年健全育成第八支会地区委員会、青梅市スポーツ推進委員、東
青梅老壮大学、青梅市青少年委員、体育系サークル東青梅健康体操クラブ、NPO法人青梅こども未来
、青梅女性防火防災の会第８支部、市民公募

東青梅市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

東青梅市民センターの効果的な活用を検討するため、施設のあり方等について
意見を求める。

東青梅市民センターにて令和６年８月１日および令和７年２月５日の２回開催
。意見を集約。

「青梅市市民センター運営協議会設置要綱」にもとづき協議会を設置し、地域
の外郭団体の代表者に意見を求めている。

提案や意見の提示、意見交換、東青梅市民センターへの評価。

協議会の事務局、行政側としての意見交換、今後の取り組みの検討。

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

行政に対し、利用者の視点から意見や要望を伝えることができた。

市民の代表から率直な意見を聞くことにより、市民センターの運営に反映する
ことができた。

利用者の声を反映したものとなるよう運営に関わっていくことが必要と思われ
る。

市民の意見等を伺い、議論する中で、より良い市民センターの運営につなげて
いく必要がある。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

東青梅市民センターコミュニティ文化祭 令和６年度

自治会連合会第八支会、市民公募

東青梅市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

当センターを利用している文化活動団体に発表の場を設ける。

当センター体育館内で令和６年１０月５日および６日の２日間で作品展示・舞
台発表の場を設けた。※６日は自治会のささえあいフェスティバルと同時開催
。

例年行っている事業で来場者もあり、団体の活躍の場を設けるため。

説明会・反省会での意見交換、当日自ブースでの作品見守り、来場者へのご案
内。

実行委員会事務局、当日運営、反省会・アンケートを通して改善を図る。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
4

5 5
5 5
5 5
5 5
5 5
5 5
5 5
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

【市民側】活動発表の機会を得て、来場者に活動の成果を見てもらうことがで
きた。
　地元自治会がパネルの配置や片付けの役割を分担した。これにより、高齢化
している団体の会員の負担が、軽減された。

【行政側】施設利用団体の組織の現状把握と活動内容を把握することができ、
なおかつ、団体との交流も図ることができた。また、地元自治会の会員の文化
活動の状況を見ることができた。

【市民側】団体の会員の高齢化と会員数減少があり、活動の継続が危ぶまれる
ような団体も増えているため、活動発表の場兼会員募集の場として利用する。

【行政側】同時開催しているささえあいフェスティバルの発表について、雨天
により屋内で発表を行った事で会場の混雑・椅子の不足等が起こった。来場者
が不便を感じない工夫をしたい。また、会場が暑いとご意見あったため涼める
休憩場所を設けたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

第八支会ささえあいフェスティバル 令和６年度

自治会連合会第八支会

東青梅市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

地域の活性化およびこれからの自治会活動や加入促進に生かすことができる。また、歴史と文化に関する授業を通じて地域に愛着を持つ
子どもたちが増え、次世代につなげることができると同時に、世代間交流と地域社会における子どもたちの新たな先生（自治会長）との
関係づくりができるよう、学校を含め地域の各種団体と連携を深め、地域住民が安全で安心して暮らせるまちづくりを目指すため

東青梅市民センターにて令和６年１０月５日（土）、６日（日）に実施。
展示、演技披露、模擬店等を実施。

学校を含め地域の各種団体と連携を深め、地域住民が安全で安心して暮らせる
まちづくりを目指すため

イベント実施

イベント実施補助

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

5 5
4
5

4
5

5 5
5 5
4 4
5 4
5 5
5 5
5 5
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

第八支会では、学校を含め地域の各種団体と連携を深め、地域住民が安全で安
心して暮らせるまちづくりを目指して日々活動しており、各自治会や地域の団
体の活動内容などを多くの来場者へ周知することができた。

東青梅市民センターコミュニティ文化祭と同時開催をすることにより、多くの
観覧者に来場していただけ、様々な活動内容を知っていただけた。また、協働
相手と共に活動することにより会場設営や片付けなどの労力を効率的に運営す
ることができた。

この事業を継続することにより、地域の活性化および自治会への加入促進につ
なげていきたい。

参加事業内容を精査し部会等で改善点を検討することにより、地域住民に対し
、より魅力ある事業になるよう努めていきたい。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

新町市民センター運営協議会 令和６年度

第九支会、青少健新町地区委員会、青梅市スポーツ推進委員、
小学校PTA、中学校PTA、利用団体代表、市民公募

新町市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

新町市民センターの適正かつ効果的な活用の検討

新町市民センターにて、令和６年８月１日（木）および令和７年３月６日（木
）の２回開催
協議会の意見をセンター運営に反映する。

市民センター運営協議会設置要綱

①市民センター運営について検討・協議

②文化祭の企画運営

①センター事業の実施状況、利用人数などを報告

②運営協議会での協議検討結果をセンター運営へ反映

政策立案・事業企画（各種審議会・委員会で団体等から提案や意見を求める方法・団体等構成
員が各種審議会に委員として参加すること。）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

地域住民および施設利用者の声を市民センターへ直接伝え、市民センター運営
に活かすことができた。

 協議会に市民が参加することで、市民の自治への関与が促進され、地域運営
に対する市民の意識が高まる。これがさらなる市民参加を生み出し、自治体運
営の活性化に繋がる。

若者の地域離れや高齢化が課題となっている地域も多く、コミュニティを活性
化させる取り組みが求められる。市民参加型の活動を増やすなどして、住民の
関心を引き、参加を促すことが重要と考える。

多くの市民を協議会やセンター活動に参加させることは、継続的な課題。特に
若い世代や働き盛り層の参加が少ない場合、どのように参加を促進するかが課
題となる。
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協働事業評価シート

１ 事業内容
(1) 事業開始の時期
(2) 事業の目的

(3) 実施内容

２ 協働の内容
(1) 協働の形態
(2) 協働の理由・きっかけ

(3) 役割分担
【協働団体側】

【青梅市側】

３ ＰＤＣＡサイクルによる事業評価

事業に最もふさわしい協働の形態が選択された
協働の役割分担は適切だった
対等な立場での協力関係を築けた
協働相手の自主性・自立性は尊重された
事業実施は円滑になされた
事業の目的が達成された

今後の課題と改善策をお互いに話し合った
【評価】５：非常によくできた ４：できた ３：ほぼできた ２：あまりできなかった １：できなかった

事業名称 実施年度

協働団体の名称

担当課・係

協働団体側 青梅市側
事前に事業の目的や課題が共有され、役割・責任分担が明確になっていた

事業が形式化せず、目標達成のための取り組みが適切に実施されていた

協働で行うことにより効果がある事業だった

計画
段階

（P）

実施
段階

（D）

事業
終了後
（C・A）

新町末広町地区市民文化祭 令和６年度

新町末広町地区市民文化祭実行委員会

新町市民センター市民活動推進課

既存事業（以前から実施している事業）

文化祭は、センター利用団体などが行う文化活動の発表の場であるとともに、地域住民が交
流する貴重なふれあいの場でもある。このイベントを通じて、センターに来館し活動するこ
とで、地域住民の交流を促進し、地域コミュニティの活性化を図ることを目指している。

令和６年１１月９日・１０日実施
参加団体１８団体、個人２人
来場者２日間合計　７５５人

市民センターで活動中の団体へ地域発表の場を提供するため。

実行委員会を組織し、主体的に文化祭の企画・運営を行う

実行委員会事務局として運営にかかわるとともに、文化祭の周知及び機材等の
準備をする。

事業共催（市と団体等が共同で事業を実施）

4 4
4
4

4
4

4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
4 4
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協働事業評価シート

４ 協働の効果等
(1) 協働による効果
【協働団体側】

【青梅市側】

(2) 今後の課題および改善事項など
【協働団体側】

【青梅市側】

５ 事業の様子（写真等）

地域住民および施設利用者の声を市民センターへ直接伝え、市民センター運営
に活かすことができた。

文化祭を通じて市民と行政が協働で活動することで、地域コミュニティの連携
が強化されます。これにより、市民同士、また市民と行政の間での信頼関係が
築かれ、日常的な地域活動への関与も促進されます。

若者の地域離れや高齢化が課題となっている地域も多く、コミュニティを活性
化させる取り組みが求められる。市民参加型の活動を増やすなどして、住民の
関心を引き、参加を促すことが重要と考える。

一部マンネリ化が指摘されている。また、コロナの影響を引きづってか来場者
が減っている。人を集まられる企画・催し物をやってみたり、新規団体（例え
ば、お茶の団体によるお茶とお茶菓子提供など）の開拓を行うとともに、新た
な視点による企画・運営が必要。
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